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令和 7 年度 大阪市イノベーション促進評議会 

令和 8 年 3 月 26 日（木） 

 

開会 午前 10 時１０分 

 

〇大阪市経済戦略局（田口） 

 それでは、定刻になりましたので、令和 7 年度大阪市イノベーション促進評議会を開催

します。本日の評議会は、大阪イノベーションハブの会場とインターネットを通じて、相

互に映像及び音声の送受信等を行う方法、いわゆるウェブ会議をつなぐ形式にて進行する

とともに、YouTube により同時配信しております。 

 まず、はじめに各委員と映像及び音声の相互通信に問題がないかを確認させていただき

たいと思います。岡委員、いかがでしょうか。 

 

〇岡委員 

 大丈夫です。よろしくお願いします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口） 

 よろしくお願いします。ありがとうございました。通信状況の確認は以上となります。

それでは、本評議会は、平成 25 年の大阪イノベーションハブの開設に合わせて設置して

おり、前任の委員の皆様におかれましては、任期満了に伴い、令和 6 年度末をもちまして

ご退任されました。つきましては、参考資料１の名簿のとおり、令和 7 年度より、北岡委

員、岡委員、高橋委員、藤本委員の 4 名にご就任いただいております。どうぞ、よろしく

お願いします。本評議会は、参考資料２の執行機関の附属機関に関する条例に基づき設置

されており、グローバルイノベーションの創出の支援に関する事項の調査審議などをお願

いするものです。よろしくお願いします。最初に、開会にあたりまして、大阪市経済戦略

局イノベーション担当部⾧の一入から一言ご挨拶申し上げます。 

 

〇大阪市経済戦略局（一入部⾧） 

 大阪市経済戦略局イノベーション担当部⾧の一入でございます。よろしくお願いいたし

ます。失礼して、着席させていただきます。 

年度末のお忙しい時期に委員の皆様には本会議にご出席いただきまして、誠にありがと

うございます。  

先ほどご説明させていただきました通り、本評議会は条例設置の評議会になっておりま

して、大阪市のイノベーション創出の支援施策を推進していくにあたり、色々なイノベー

ションやスタートアップについて精通いただいている委員の皆様から、専門的な知見に基

づきますご意見やご助言をいただくことを目的とさせていただいております。  

今年度は、イノベーション施策につきましては、一つは万博があったことと、あとは国

のスタートアップ・エコシステムの拠点都市形成計画が第 1 期から第 2 期に移行するタイ

ミングだったということで、本市としても今後のスタートアップ支援施策を一つ変えてい

くきっかけになる年だったと思っております。とはいうものの、まだ始めたばかりでござ
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いますので、本日、最近の取り組みについてご報告させていただきますけれども、今後の

スタートアップ支援施策をどういうふうにしていくのが効果的なのかといったことにつき

まして、ご意見やご助言を積極的にいただけたら大変ありがたいと思っております。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。 

では、早速ですが、参考資料２にあります、大阪市イノベーション促進評議会規則第 4

条によりまして、当委員会には委員の互選によりまして委員⾧を置くこととなっておりま

すが、いかがいたしましょうか。 

 

〇岡委員 

 はい。北岡先生をぜひ推薦させてもらいたいと思います。よろしくお願いします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。ただいま、岡委員から北岡委員を推す声がありましたが、皆様

いかがでしょうか。ありがとうございます。では、北岡委員、よろしいでしょうか。 

 

〇北岡委員 

 はい、それでは委員⾧を受けさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。それでは、北岡委員に委員⾧をお願いいたします。 

また同じく規則によりまして、あらかじめ委員⾧の代理を決めておくことになっており

ます。北岡委員⾧、いかがでしょうか。 

 

〇北岡委員⾧ 

 はい、私からは岡委員にお願いしたいと思います。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 岡委員、いかがでしょうか。 

 

〇岡委員 

 了解しました。よろしくお願いいたします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。では、委員⾧代理は岡委員にお願いいたします。よろしくお願

いします。 

それではこれより、北岡委員⾧に議事進行をお願いいたします。北岡委員⾧、どうぞよ
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ろしくお願いします。 

 

〇北岡委員⾧ 

 では令和 7 年度大阪市イノベーション促進評議会を進めさせていただきたいと思いま

す。資料 1 枚目の次第をご覧ください。 

本日の議題は、「大阪市グローバルイノベーション創出支援事業に係る最近の主な取り

組みについて」と、「今後の取り組みについて」です。まず、議題 1 について、事務局よ

り説明いただいた後、各委員からご意見やご感想をいただきたいと考えております。その

後、議題 2 について、事務局より説明をいただき、皆様方からご意見やご感想をいただき

たいと思います。円滑な議事進行にご協力をお願いいたします。 

 それでは、議題につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

 

〇大阪市経済戦略局（桒村課⾧代理） 

 はい、それでは議題 1 の方を説明させていただきます、大阪市経済戦略局の桒村と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。座って説明させていただきます。 

お手元の資料に基づき、説明させていただきます。目次が 1 ページにございまして、この

議題 1 では「①大阪市のイノベーション創出支援の体系」及び「②令和 7 年度の大阪市の

主な取り組み」について、一括して説明させていただければと思っております。大阪市の

取り組みについても説明させていただきますけれども、適宜大阪府か全域、あるいは京阪

神地域の連携事業についても合わせて紹介させていただきたいと思っております。 

続きまして、2 ページになります。こちらは、大阪市のイノベーションの支援の体系を

整理させていただいた資料となっております。令和 2 年に京阪神がスタートアップ・エコ

システムに係るグローバル拠点都市として指定され、この間京阪神が連携してエコシステ

ムを形成しながらスタートアップの支援を実施してきたところですけれども、昨年 6 月に

は第 2 期のグローバル拠点にも引き続き認定を受けて、引き続き連携してこのエコシステ

ムの強化に向けた取り組みをしております。その中で、京都、ひょうご神戸と連携しなが

ら、大阪スタートアップ・エコシステム拠点都市という、大阪主体の部分で、我々の計画

に基づいて、大阪の産官学が連携してスタートアップを構築していくということがこの真

ん中のところに載せられています。そして、その計画の中で大阪市の主な取り組みはどん

なことをしているのかというのがこの緑の線で囲っているところになります。これから説

明させていただきますけれども、この OIH、大阪イノベーションハブの取り組み、ここは

大阪産業局が運営しておりますけれども、この交付金事業でやっていること、また大阪ス

タートアップ・エコシステム拠点都市としての取り組み、そして大きなイベントでありま

す、グローバルスタートアップイベント、そして産学官連携の大阪市の施策、この辺の事

柄について一つ一つちょっと説明させていただけたらと思います。 

 3 ページにそれぞれが書かれておりますけれども、４ページからまず大阪イノベーショ

ンハブの取り組みについて記載しております。一つ一つご説明する時間はございませんけ

れども、これが大阪イノベーションハブで現在行っている取り組みの全体像をお示しして

おります。スタートアップのステージに沿った、それぞれの支援を、大阪イノベーション

ハブの運営を行いながら実施しているところでございます。大阪市の事業もございますけ
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れども、大阪府や、KSAC の事業と連携しながら、それぞれのステージで切れ目ない支援

を行っているところでございます。そして各種プログラムと共に、こちら支援を実施して

いるということで、この資料の上の方に書かせていただいていますけども、実績として

は、イベントを年に 200 回以上実施し、企業との面談、個別支援の結果、この２月末まで

で 155 件、今実施しているところで、個社支援にも力を入れているところでございます。 

続きまして、5 ページの方になります。先ほどの一覧表といいますか、全体像のところ

にも記載していただいておりますけれども、それぞれのプログラムについて簡単にご説明

させていただけたらと思います。まず、ピッチイベントというところでは、「VC MEET 

UP・うめきたピッチ」というのを実施しております。ほぼ月 1 回程度の頻度でさせてい

ただいていますけれども、「VC MEET UP」はこの名称通り「VC」、また、「うめきた」と

いうのは大企業等との協業などの接点や機会を作り出すものとなっていて、今年度に関し

ては開催回数 9 回、51 社のスタートアップにご登壇いただいて、参加者数は 486 人とな

っているところです。ピッチに加えまして、アクセラレーションプログラムというのをや

っておりまして、こちらの方は「OSAP」というものですけども、これは主にアーリー期

を対象に約 5 か月間伴走支援を行いながら、成⾧を促していくものとなっております。今

年度も 12 社参加しております。それから、これらのスタートアップの支援と共に、海外

の方にも目を向けてもらおうということで、海外ワークショップの実施も行っておりま

す。この海外ワークショップについては、主に若年層や企業に関心のある学生等を今年度

はボストンに、派遣いたしました。参加者数 9 名で、内容は記載の通りにさせていただい

ております。このような機会を通じて、海外を実際に見ていただいて、起業マインドの醸

成やスキルの向上の機会を提供しているものです。 

また、2025 年は万博がございました。その時にかなり海外からも視察等来られまして、視

察等の受け入れということも行ってまいりました。このような交流を通じて連携をより一

層深めていって、ビジネスに繋げていけたらと考えております。実績については、記載の

通りということになっております。 

そして 6 ページですけれども、先ほどもお伝えしました通り、万博がございまして、カ

ーボンニュートラル等新技術ビジネス創出支援事業を 2022 年度から万博開催年度までず

っと集中してやってきた経緯がございます。こちらは、カーボンニュートラル分野、ヘル

スケア、デジタル・AI 分野のスタートアップを万博に出店していただいてこれを契機にス

タートアップに活躍してもらおうという取り組みでございます。初年度はまず有望なスタ

ートアップの発掘を行って、次年度にはパソナ等の万博パビリオンに出展する企業とも協

業に向けたビジネスプランや連携提案の策定支援を行ってきたところです。そして、万博

出展に向けて実証実験の場の提供や、投資・事業連携等の支援を要請できる企業、VC と

のネットワークを構築して、そして今年度に関しては万博開催ということで、実際に展示

するための工夫であったり、展示した後もそれがどのようにビジネス化に繋がるのかとい

った、具体的な支援を行ってきたところです。以上の経過で、万博出展事業者は 41 社に

上ります。この中で一番大きいのは大阪ヘルスケアパビリオンの中で行われた「リボーン

チャレンジ」というのがありまして、毎週展示企画が変わっていったのですが、この 26

の展示企画の中で 37 社が出展して、加えて、パソナのパビリオン等のところで 4 社出展

しているという実績を残すことができました。今後もこういった成⾧支援に向けて、個社
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支援というのを重点的にしておりますので、ここで終わりというわけではなくて、ここま

で発掘して、成⾧支援を行ってきた方を引き続き個社支援等で成⾧していただきたいと考

えております。簡単ではございますが、ここまでが OIH の取組となっております。 

7 ページになります。これはもうちょっと観点が広がりまして、大阪スタートアップ・

エコシステム拠点都市としての取組になっておりますので、府市であるとか、大学である

とか、その辺の協力を得ながらですね、行っていく取組になっております。今年度、先ほ

どもお伝えしましたけども、昨年 6 月に第２期スタートアップ・エコシステム形成加速化

プランというのが策定されましたけども、それに基づいて、拠点形成計画の公募があり、

京阪神が引き続き拠点都市として、選定されたところでございます。京都・ひょうご神戸

のコンソーシアムと連携して、エコシステムの強化に向けて実施していく事業となってお

ります。まず、大きな項目といたしましては、やはり各種国内イベントへの出展というこ

とで、大阪・京都・神戸がそれぞれで出展しても、あまり規模感というのを出せないの

で、特に東京の SusHi Tech では、京阪神一緒に出展したところです。地方自治体プラス

国内外それぞれの地域のスタートアップが PR する機会となっておりまして、それぞれの

イベントにこの京阪神が協同して、出展を行ったものでございます。２番目は Kansai 

Startup Mashups というのがありますけれども、こちらは JETRO の事業になるんですけれ

ども、京阪神のコンソーシアムと連携しながら、１月末に実施した、海外の VC を招聘し

たイベントになっております。京都、神戸にも、立ち寄っていただいているんですけど

も、大阪に関しましては、1 月 29 日にこのうめきたの SHIP ホールにてカンファレンスを

実施しました。126 名参加していただきまして、マッチングと、イベントを行ったところ

でございます。それから、この拠点都市の取組の大きな部分として、大学のほうがござい

まして、関西スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC）事業も OⅠH が事務局

をさせていただいているところでございます。SCORE、START 事業などでございますけ

れども、こうした、GAP ファンドの審査であるとかいうところに加えまして、起業家教育

ということで、CROSS OVER （アイディアワークショップ）であるとか、CXO 候補マ

ッチング事業、とか、こういった人材育成にも取り組んでいただいているところですけれ

ども、大学の KSAC の中で、大阪産業局と連携しながら取り組んでいるところでございま

す。 

続きまして 8 ページになります。イベントですけれども、Tech Osaka Summit になりま

す。9 月に開催させていただきました。こ同時期に万博会場で開催された国主催の

Global Startup EXPO 2025（GSE 2025）、こちらが 9 月 17 日・18 日にあったんですけ

ど、それと連携しながら、9 月 16 日・17 日に Tech Osaka Summit 2025 というのを事務

局、実行委員会主催でさせていただきました。スタートアップの交流・成⾧・機会の創出

ということで、万博の GSE に来られた方の誘客も図りながら、スタートアップと投資家

とのマッチングを特に目的にしたイベントでございます。主な内容は、これら重点 3 分野

を中心に、様々なコンテンツを実施させていただき、3500 人に参加していただきました。

特にこの中でも商談会に力を入れさせていただき、スタートアップが成⾧しやすいような

取組を実施してきたところです。同時に展示会、ピッチコンテスト、トークセッション等

させていただきました。 

9 ページもイベントの関係ですけども、イベントを単体で実施するよりも、やはりいろ
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いろなイベントと連携してやることが大事だということで、万博会場の GSE もそうです

し、大阪府もいろいろイベントをされていました。特にうめきたエリアで、この週は相互

誘客を目的に様々なイベントと連携させていただいた次第でございます。このようにして

この週はこのうめきたに行けば、何かやっているというそういった機会になったと考えて

おります。 

続きまして 10 ページでございます。産学官連携ということで、こちらは大阪イノベー

ションハブの事業ではなくて、大阪市で実施している事業になりますけれども、大学の研

究と技術シーズの事業化支援させていただいております。大阪市イノベーション創出支援

補助金というもので、大学と民間事業者が連携する際に、大学対して補助金を渡すという

ものでございます。10 年間実施していまして、2024 年度までに 126 件、27 大学に交付し

ていただいておりまして、うち 18 件が実用化済みということです。最近の補助金を交付

した事業で、具体的な事業例で言いますと、ここに記載の大阪公立大学の事業がありま

す。この事業を通して、販売、製品化に向けた取組が今行われているということになって

おります。こうした、芽が出てきているような事業も行っております。ここまで簡単です

けれども、これまでの取組を説明させていただきました。 

最後 11 ページですけれども、数字で見る成果を表しております。大阪イノベーション

ハブの取組に関する主な目標ですけれども、これは 2021 から 2025 年度までの 5 年間にお

いて、企業やまたは資金調達、または製品化といった新たなプロジェクトの創出、推進支

援件数というのは、目標数値が 412 件に対して、昨年度末で 360 件ですけれども、今年度

分の件数も加算されますので、概ね達成する状況にあるかと思います。また、スタートア

ップ等における資金調達額、OIH が支援した部分ですけれども、こちらについては数値

530 億円以上で、既に昨年度末で 501 億円となっていますので、こちらも達成する見込み

となっております。資金調達額に対しては、この 2021 年度始まった当初は、80 億円とい

う目標から始まっていたんですけれども、大幅に資金調達が上回り、今年度は、この 5 年

間で 530 億円の目標に切り替えたところでございます。加えまして、令和 2 年度に指定さ

れたスタートアップ・エコシステム拠点都市としての目標でございます。こちらも、記載

にありますとおり、全般的に目標達成したものでございます。一つだけ、そのユニコーン

の輩出件数ですね、大阪で３社としていましたけれども、こちらは達成状況が 0 社という

ことでございます。スタートアップの創出という面では、かなり大幅に目標数値を上回る

達成ができたと考えております。また、スタートアップの活躍ということでは、万博を契

機に活躍するスタートアップ輩出件数ということで、万博で出展された大阪のスタートア

ップが少なくとも 53 社達成しているということで、こちらの方も数値目標を達成してい

るということになっております。以上で、ここまでの主な取組、そして今の成果について

ご説明させていただきました。どうぞご審議の方、よろしくお願いいたします。 

 

〇北岡委員 

 ご説明ありがとうございました。それでは委員の皆様から、大阪市のグローバルイノベ

ーション創出支援事業等に関わる最近の取組について、ご意見やご質問の方をいただけれ

ばと思います。ご意見のある方、挙手お願いできればと思いますが、いかがでしょうか。 
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〇岡委員 

 よろしいでしょうか。 

 

〇北岡委員 

 はい、お願いします。 

 

〇岡委員 

 すごくよく支援していただいておりまして、感謝しております。ありがとうございま

す。具体的にスライド５ですね、VC MEET UP・うめきたピッチというのは僕も最初から

関わりをもっております。関西の場合は VC が東京と比べたら少ないということで、主な

スタートアップが東京に行ってしまうので、なんとか関西で出資できるように、関西で

VC 中心に集まっていろいろ勉強会したり、一応交換しようかというのがもともとの目的

というか、コンセプトだったんですが、どうしてもスタートアップの登壇もしないととい

うことで、現在この形になっています。これはこれですごく有意義ですし、成果も出てい

ると思います。ただ、いろいろなレギュレーションがあると思うんですけれども、是非、

関西の VC だけを集めて勉強会とか、また大阪市とのいろいろな連携について、ディスカ

ッションができるような場があればなと常々考えております。その他、OSAP もいろいろ

関与させていただいておりますが、これはすごく成果も出ていますし、東京でも結構有名

でしてね、非常に成果を感じております。海外につきましては、いろいろ問題というか、

どうしても海外でやる場合はコストと時間がかかったり、また、海外の VC から出資の話

が来ると、どうしても本社を海外に移してくれという要望が最初にきますので、これがい

つもスタートアップから相談を受けるんですけれども、この問題はもう仕方がないですけ

れどもね。そういったちょっとした課題はあるなと感じております。万博につきまして

は、非常に大きな成果があったと思いますし、僕もいくつか参加させてもらいましたけれ

ども、本当にスタートアップの PR になりますし、多くの来場者からのコンタクトもあっ

たと聞いておりますので、非常に良かったなと感じております。全体的にはグラングリー

ンができたことで、本当にスタートアップの支援がしやすくなりましたし、また東京でも

大阪のグラングリーンの話すごく出ていますし、大阪のスタートアップがクローズアップ

された年だったんじゃないかなと感じております。私からは以上です。 

 

〇北岡委員 

 ありがとうございます。全般的に非常に良い取組が多かったという点で、岡さんからご

意見をいただけたかなと思っております。会場の方からお願いします。 

 

〇藤本委員 

 質問でもいいですか。 

 

〇北岡委員 

 いいですよ。どうぞ。 
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〇藤本委員 

ありがとうございます。ご説明ありがとうございました。本当に幅広くというところ、

切れ目のない支援というのはそのとおりかなというふうに思っておりますし、数がやっぱ

り増えていて、金額もかなり増えている中で大変素晴らしいなと思ってお聞きしておりま

した。いくつか質問させていただきたいんですけれども、この 4 ページの取組全体像のと

ころですね、先程切れ目のない支援、本当に全体通してされているなという印象なんです

けれども、それぞれのスタートアップが、それぞれのステージを越えていくことが非常に

重要であるというところで、それぞれ皆さんが支援していく中での継続率だったりとか、

ドロップ率みたいなところをどういうふうにデータを取られているのかというところをお

伺いできればなというふうに思っております。2 つ目の質問は、いろんなスタートアップ

が増えてきているというところだと思うんですけれど、参加するスタートアップを増やす

ための施策っていうところをどのように考えていらっしゃるのか、受け皿をすごく重視さ

れている印象なんですけれど、やはりこれを利用してもらわないといけないというところ

では、どうやってその利用者を増やすのか。というところを取り組んでいらっしゃるかを

お聞きしたいと思っています。もうあと 2 つ質問がありまして、学生の海外ワークショッ

プのところも大変素晴らしいなと思っています。参加は 9 人、っていうことだったので、

応募がすごく多くて９人に絞られたのか、どういうその９人を選ばれたのかというところ

と、その後のフォローアップ、行っておしまいになってないかというところをお伺いでき

ればと思っています。最後にですね、万博本当にすごくいい機会だったと思うんですけれ

ど、万博がなかった時に本当にこの数を達成できたのか、っていうところで、万博、今度

GSE もありますけれども、そういった大型の一発大きいものがあるからよかったよねとな

らないための、取組っていうところと機会損失っていうところをどういうふうに捉えてら

っしゃるのかお伺いできればなと思います。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。そしたらお答えさせてもらってもよろしいですか。 

 

〇北岡委員 

 お願いします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

１番のところは、OIH で実際に支援している担当者から状況等は説明をいただければな

と思うんですけれども、２番の参加するスタートアップを増やすための施策というところ

で、まずはここを利用しやすいような施設にしないといけないと思っています。開館時間

を延⾧したり、面積を大きくして、こういったワークスペースというんですかね、そうい

ったところや、個室とか、もともとはイベントがメインの施設だったんですけれど、作業

しながら相談ができるような施設に変えさせてもらいます。仕事をしながら使ってもらっ

たりとか、そのような形で参加しやすいような環境をまず整えさせてもらっています。あ

とはソフト面につきましても参加しやすいような形で日々改善しながらやっていこうと考

えております。あとですね、３番目の海外のワークショップにつきましても、応募状況、
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OIH の方から見せてもらおうかなと思っているんですけれど、私も最後の成果発表会みた

いなものに少し参加させてもらったんですけれども、やはり起業する方もいたりとか、こ

れをきっかけに転職しようと思った方がいたりですとか、あとは今後の生き方の参考にし

ようとか、っていう方がたくさんいまして、もちろん起業する方につきましては、こちら

の方でまたいろんな相談とか支援などをしていきたいなと考えております。実際、こうい

った海外ワークショップに行ってスタートアップになられた方もおられまして、そういっ

た方もこの成果発表会の時に来てもらって、自分が行った時はもっとこんなふうにやって

たんだよとか、そうしたら、皆さんすごく、「ああ、自分たちの将来の姿が見えるな」み

たいな形でいらっしゃったんで、またそのような人を増やしていきたいなと思っておりま

す。４つ目の万博、今回万博もあって、今までになかった繋がりはたくさんできました。

Tech Osaka Summit につきましてもたくさん参加がありました。我々もそれは一過性にし

てはいけないということはずっと意識しておりまして、例えば、Tech Osaka Summit の出

展等を通じて、海外の支援機関さんとお互い連絡できるような体制をとったりですとか、

あと OIH も視察だけではなくて、お互いに連絡先を交換して次になにかやっていこうか

って話をしています。あと、大阪市としましても、海外の 11 の都市と連携協定を結ばせ

てもらいましたので、来年度以降につきましては、そういったものを活用して、例えば

Tech Osaka Summit にまた参加してもらったりですとか、後ほどご説明するんですけれど

も、海外展開支援というのを、来年していきたいなと思っております。そういったところ

に活用することで、万博を一過性に終わらせないようにはしたいなと考えております。 

 

〇大阪産業局（瀬川部⾧） 

 継続率ですが、STARTLINE OSAKA などのプログラムは、プログラムごとに設定して

いまして、2、3 割が、次のワークショップに進むみたいなところを考えて作っています。

スタートアップの成⾧度で、後半プログラムは数も絞られてきますので、受けていただか

ないほうが成⾧しやすい内容のビジネスの場合もあるので、プログラムごとに設定してい

ます。課題としてはおっしゃるように年１回のプログラムですと、半年、間が空くとかも

あり、学校のように、１学期２学期、次のステップがあればよいのですが、ちょっと間が

空くところっていうのを、今後リニューアルした際に、プログラムの間をしっかりフォロ

ーできる対応を広くなる OIH のワークスペースを活用して、そちらに来ていただいてピ

ッチの練習をしていただくとか、事業計画を書くお手伝いするみたいな形で、その間を埋

める支援というのをしっかりしていければなあというふうに考えています。 

海外ワークショップに関しましては、なかなか参加者が集まらなかったというのは聞きま

す。他にもいろいろ、若年者の海外派遣プログラムもありまして、参加者の方に負担いた

だく費用の面とかが、なかなかクリアできなかったというのもありますので、今後は実施

内容や課題はしっかり対応し、プロモーション期間しっかりと取るとか、関係者にお話す

るとか含めて対応していくことを考えております。 

 

〇北岡委員⾧ 

 はい。よろしいですか。 
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〇高橋委員 

 はい。ご説明ありがとうございました。お聞きしてですね、私がこの大阪で、10 年近く

前にスタートアップとして歩み始めたときに比べて、非常に多くの施策が体系的にあるよ

うになったんだなあというふうに感じておりまして、とても厚みのある支援をしていただ

いているんだなあと感じました。私もずっと関西での課題っていうのが、スタートアップ

としてはやはり資金調達先が東京に集中しているということ。なかなか関西での資金調達

っていうのが、金額的にもそうですし、数も少ないということがありまして、起業家同士

も、どうしても調達金額の希望なども小さく数えがちということもありますので、そうい

ったマインドセットを変えるというのもすごく大事なところだと思っております。また、

もう一つ、やはりネットワークづくりというのは難しくてですね。その点、大阪は、ここ

に会社がないとだめというよりは、関西一円の皆様受け入れている、非常に懐が深い取組

をされているな、と思っております。この資金調達とネットワークづくりに関しまして

は、今の OSAP であったりとかっていうところの成果が非常に大きなというふうに感じて

おりまして、こういった東京から VC さんを呼んできていただいたりとかですね、スター

トアップのリソースも限られている中、わざわざ東京に一件一件会いに行くために赴くの

ではなくて、VC さん呼んでいただいて、お話できる機会、非常にありがたかったです

し、それが年々成⾧して、調達額も増えているというのが、こういう調達の壁とかです

ね。そういったところを乗り越えて、行っているというふうな、印象をすごく強く受けま

した。なのでこういったイベントとかアクセラとか補助金みたいなものが、それぞれのス

テージに対して、効いているところがあるというふうに感じました。ちょっとどれがどれ

に効いているのかは、まだ資料からは具体的にはちょっとわかりづらくはあったんですけ

れども、そういったところが成果として現れているんだろうなっていうふうに感じまし

た。もう一つ、付け加えますと、関西のスタートアップの課題というのは、人材の非常に

流動が少ないというところがありまして、スタートアップで一社どこか上場だったり、も

しくはそれに向けた準備などを経験されているような方々が次の体制にいこう、っていう

ような形にはならず、なんとなく同じところに留まりがちというところもありまして、で

すので関西で例えばそういった成⾧をしようというときに、新たな人材をどんどん募集し

ていかないといけないんですけれども、そういった人が非常に見つかりにくいという現実

がありまして、いざ IPO 等を検討した時には、人材が豊富な東京に行ってしまうみたいな

こともあります。それは資金調達だけの面ではなくて、人材というところも大きなネック

かなと思っておりますので、そういった流動性のある転職とか、採用支援みたいなところ

が、ちょっと今の資料からは私、読み取ることができませんでしたので、もしそういった

取り組みだったり、今後そういったことを検討されているところとか、今もやっていると

いうことがあれば教えていただきたいなというふうに思いました。以上です。 

 

〇北岡委員⾧ 

 ありがとうございます。調達、ネットワーク、人材流動性ですね。 

それについて何かありますか。 
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〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 調達とかそういったものに関しましては、やはりスタートアップさんが成⾧するうえで

一番大事なところだと思っていますし、事業会社さんとの協業もすごく大事な部分だと思

っています。それらに対しては、できるだけ多くの方と知り合えるような、マッチングの

機会を提供するのが大事かなと思っています。特に Tech Osaka Summit につきましては、

Hack Osaka の新しい版ですけども、そういった点は特に意識しながらやらせていただき

ました。Tech Osaka Summit につきましては、来年度以降も、そこを意識しながらやって

いきたいと思っております。イベントなので、年に 1 回のことなんですけど、この大阪イ

ノベーションハブを新しくリニューアルさせてもらいまして、そういった方々が気軽に集

まって、自然に話し合えるような雰囲気を作っていきたいなと考えております。人材とか

転職支援につきましては、ピンポイントの施策というのは特にしてないところです。た

だ、よりこの大阪イノベーションハブを活用して、先輩起業家と、これからスタートアッ

プしようとする方が、いろいろと話し合えたりするような場を作っていこうと思っていま

すので、様子を見ながら、どういった具体的な支援をしたほうがより効果的なのかってと

ころは、今日いただいた意見と、またその状況等を見ながら、検討させていただければな

と考えております。以上です。 

 

〇北岡委員⾧ 

 ありがとうございます。三委員からいろいろアドバイス等いただきましたけれど、私自

身も昨年は本当に万博が良かったなという気がしましたし、それによってそのあと、大阪

府も中東の方に府知事が行かれたりしていて、非常に万博の成果を継続しようというとこ

ろが繋がっているなというのがあります。一方で、先ほど藤本さんがおっしゃったよう

に、万博が終わったあと、アフター万博がどうなるのというのは、関経連でも同友会でも

相当注視されていて、大学でもそういうところに対する要請がきています。今年は非常

に、計画に大きな成果があったということですけれども、今後の取組というのは後ほどお

話させていただきますけども、来年が鍵になるんだろうなと思いましたというのが一つで

す。もう一つが、今このグラングリーンができたことで、いわゆる人の流れが大きく変わ

り、福島まで大きく繋がったっていうのはこの梅田にとっては非常に大きな成果だという

か、非常に良かったという中で、先程から話しているみたいに、こことグラングリーンの

関係性をやっぱりもっと強化していったらいいんじゃないのかなと思っています。ちょう

ど今週りそな銀行さんの開所式もちょうど月曜日に行われ、私も出席させていただいたん

ですけれど、一応大手の３行が、グラングリーンに集まって、そこにプラス信託さんも集

まってということで、彼ら自身が、いろんな連携をしていく中で、ここで育った人が、ど

ういうふうにして金融機関に繋がっていくかというところは、やっぱりある程度意図的に

グラングリーンとここが、積極的な連携をしていかないと、しょせん場所なので、機能的

に動かないんじゃないかな、と思います。こっちには FUTRWORKS が、阪急さんが結構

集まってきているがゆえに、そこを一挙に繋げることを今年、来年度やるべきで、それに

ついてもし今検討しているものがあれば、お話いただければ幸いです。 
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〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 まずアフター万博につきましては、先程も申し上げましたけれども、そこでつながった

人間関係、海外とのネットワーク等も活かしながら、来年は新しく海外に展開していくよ

うな支援もしていきたいなと思っています。それだけではなくて、ここの通常の運営にお

いても、そこでつながった方々と、常日頃、やり取りしながら、支援をしていければと思

っております。グラングリーンの連携の件ですけれども、MUIC とか SMBC の

HOOPSLINK、いろんな施設があるんですけれども、MUIC は、ステージでいうとアーリ

ーの後半ぐらいからミドルぐらいの今から実証実験をしてとか、大手の会社と繋げるとか

になってくるので、我々はどちらかというと、そこの前の段階までを特に集中して支援し

ようと思っています。民間ではなかなか手薄になると言ったら失礼な言い方かもしれない

ですけれど、我々は創業を考えているくらいからアーリー期ぐらいまでをここで支援し

て、ある程度まで民間さんでやれるようになったら、そういったところにお繋ぎして、一

体となって、一つのスタートアップを育て上げるような、そんな形にできないかなという

思いで、今回のリニューアルの設計いたしました。ですので、来年度からはそれを目指し

てやっていこうと思っています。人材面につきましては、FUTRWORKS はノマドワーカ

ーさんが結構おられますので、様々な共同事業とかも考えられますし、U-FINO でも、そ

ういったところで生まれそうなものをこちらに紹介していただいて、こちらで実際にスタ

ートアップとして支援するとか、そんな形で拠点間の連携を特に意識しながら今後もやっ

ていきたいと考えています。 

 

〇北岡委員⾧ 

 追加で何か質問やコメントはございますか。 

 

〇岡委員 

 はい。ユニコーンを 5 社、3 社だったっかな、作るという資料があったと思うんですけ

れど、ネクストユニコーンですね、資料に出ていたと思うんですけれど、それについて知

りたいです。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 12 ページに記載しているものですかね。 

 

〇岡委員 

 はい。そうですね。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

具体的にどこのスタートアップということですか。 

 

〇岡委員 

 はい。何か成功要因が一つのロールモデルとして、今後の参考になるんじゃないかなと

思うんですけれど。東京でもユニコーンって難しくてですね、特にレイター期の VC から
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の資金提供にも限界があるので、東京、大阪でも厳しいとは思うんですが、ただネクスト

ユニコーンの 200 億前後でしたら、可能性がありますので、大阪でそういったネクストユ

ニコーンが生まれているってことなので、それをロールモデルに僕も知りたいなと思いま

した。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 今のところ 200 億を超えているのは 2 社になっております。 

 

〇北岡委員⾧ 

 今の岡さんの発言にも関わるんですけれど、まとめるにあたって、たしかにそういうネ

クストユニコーンでカウントするのもいいですけれども、こういう資料を作る時に、例え

ば、今回万博である事業者は、展示されて、世界中の方が心筋シートを見て、ものすごく

株価が多くて、そこから承認までこぎつけたというところなので、こういうところを上手

くカウントするというのがいいのか、そういうものを上手くアピールしていくようにして

いかないと、これだけ統計データ取るにあたって、このような事業者は入らないというの

も、ちょっともったいないような気がするんですよね。ユニコーンが上場前というのは分

かるんですけれど、今回万博で大きく世界にアピールして成⾧できたものを、特記事項的

にでも成果としてカウントしていくことによって、さっき岡さんが言われた、ロールモデ

ルとして、こういうものが関西でも成⾧しているんだというのをまとめていくのは、非常

に大阪市さん、大阪府さんとしては、重要なのかと思います。だから定義的には入らない

というのはわかるんですけれども、この 1 年で、大きく世界に羽ばたいた会社っていうの

が、こういうふうにして、大阪市・大阪府の支援もあって、万博の支援もあって、大きく

なったんだということはアピールすべき対象なのかなというところもあるので、岡さんは

そういう意味でスタートアップ企業の名前を知りたかったということなんですけれども、

僕のこの一年で成⾧した企業と、今の 2 社はズレがあるなという気がします。そこは、特

記事項でもいいので、アピールされていく方が、関西のブランディングという意味ではい

いのかなと思いました。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。 

 

〇岡委員 

 あとまた別の話になりますけれども、今スタートアップ業界は大きく変わってきていま

して、僕も 10 年協会をやっていますけれど、一番変わったのがこの 1 年だったんです

が、IPO のハードルが 5 年で 100 億という話から、時価総額 200 億円以上ないと IPO が

できないという話があるんですけれども、この関係で何が起こってるのかというと、Exit

が今まで IPO が 8 割、9 割だったのが、M&A が 8、9 割になるんじゃないかなと、見てい

ます。協会の方でも M&A の話がとても多くて、民間の M＆A の仲介業者も忙しくバタバ

タしています。その中で大阪市さんとして、M＆A に関する接点を持たせるようなイベン

トとかセミナーとか、あとは仕組み、もしくは何かそれに関係するような会合とか、そう
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いったものを企画される予定があるのか、何かありましたら教えていただきたいなと。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。イベントはまだ企画等はしていないんですけれども、この新し

くなった OIH で、M＆A とか、そういったことを気軽に相談できるようなそういった場を

作っていきたいなと考えております。あとはそういった場を通じて、具体的にどんなこと

をしたらより意味のあるご相談や支援ができるのかなというところを見ていって、また

OIH と一緒に、調整しながら、もしそういったイベントのニーズがあれば、そういったイ

ベントも OIH でやっていきたいと思っています。場合によっては Tech Osaka Summit も

活用しながら、何かできないかなということもありますので、そこは常日頃の相談や支援

を見ながら、具体的なイベントは考えていければなと考えております。 

 

〇岡委員 

 ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 

〇北岡委員⾧ 

 追加で言いますと、ここの KPI には入ってないですけれども、関西の企業で、いわゆる

ダウンラウンドで M&A はあんまり良くないのかもしれないですけれど、結局こういう

M&A 市場が動いているんだというのは、大阪市さんとしても発信していったらいいのか

なと思います。我々の周りも結構、やっぱり最近、数十億円単位の M&A というのは実際

起こっているので、やっぱり大企業が積極的にスタートアップの M&A を仕掛けている、

市場も IPO から M&A に変わっているということを大阪市さんが発信していくことによっ

て、より大企業側にもスタートアップ側にも促せるんじゃないかなと思うので、これも

KPI には入っていないですけども、そういうものをモニタリングして、こういうところで

発信していくと、ロールモデルとしていいのかなと思いました。岡さん、良いアドバイス

ありがとうございました。ぜひ反映いただいきたいです。 

 

〇岡委員 

 いえいえ。大阪の場合はスモールビジネスも多いですし、IPO まではできないけど、

M&A ならという若い人も大阪は結構多いんですよ。ですから、アプローチの仕方により

ますけど、ニーズはすごくありそうな気がしますし、民間の M&A の仲介業者もいろいろ

な所があるので、市がされると安心・安全で、ハードルが低くなるような気もします。 

 

〇北岡委員⾧ 

 はい。では、ここで 1 つ目の議題に関しましては終わりたいと思います。 

 では、議題 2 の令和 8 年度のスタートアップ支援の方針ということで、先ほど委員の皆

さんからもアドバイスをいただいていますので、それも兼ねて議論できればと思いますよ

ろしくお願いいたします。 
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〇大阪市経済戦略局（桒村代理） 

 資料の 12 ページ、13 ページから説明させていただきます。 

 今後の取組みについて、先ほどもお伝えしましたけど、昨年 6 月に、第 2 期の拠点計画

というのが始まっております。この、国の方針もそうですけれども、スタートアップの成

⾧に目が向けられた戦略になっておりますけれども、京阪神の計画についても、世界に伍

するスタートアップ・エコシステムの形成ということで、世界で活躍するスタートアップ

を輩出していくように取組みをしていく必要があると考えております。主な取組みとして

は、世界とシームレスにつながること、またスタートアップの成⾧支援、そして人材とい

うことで、エコシステム形成の土台を作るということで、以下の点について取組みを計画

しているところです。 

 そして、KPI ですけれども、先ほどちょっとネクストユニコーンの話もあったんですけ

れども、こちら、まずユニコーンの目標というのは、京阪神全体でなんとか 5 社生み出し

たいねというところもあるんですけども、その前の段階をまず KPI にしまして、ネクスト

ユニコーンの輩出を大阪で 5 社できないかということで、KPI を設定しております。 

 また、資金調達額であるとか、大学発スタートアップ創出数は、やはり数も増やしてい

かないといけないので、スタートアップ創出数も KPI にしております。 

 海外とのつながりで言えば、海外からの資金調達数も増やしていくということで、大

体、全体の実績の倍以上というのを目指していけたらというふうに考えております。 

 こうした、これは大阪スタートアップ・エコシステム全体の計画ですけれども、それに

則って、13 ページですけども、じゃあ大阪市としてどうしていくのかというところがござ

います。取組みの方向性といたしましては、まず、メリハリのあるスタートアップ支援と

いうことで、行政が特に支援した方がいい、シードからアーリー期のスタートアップへの

支援の強化と、大阪が強みを持つ分野の重点支援ということを考えております。 

 また、先ほど連携の話が出ておりましたけれども、国内外のスタートアップの支援ネッ

トワーク、これを他の支援機関とも連携を図りながらやっていきたいと思っております。 

 人材面につきましては、新たなスタートアップの担い手の創出ということを目指すべき

ですし、また、大阪がスタートアップにとって支援環境が整っていますよという、そうい

ったブランドの確立も考えております。 

 そして、行政課題の解決に向けたスタートアップの連携強化です。このあたりを、この

拠点計画に基づいて大阪市がやっていくというように考えております。 

 これらの取組みの方向性のもとで、実際どんな具体的な取組みをやっているのかという

のが下に書かれております。 

 まず、先ほどから万博後の話で、OIH の方のリニューアルの話が出ていますけれども、

この大阪イノベーションハブの OIH の取組みを強化していきたいというふうに考えてお

ります。重点的には、このスタートアップ支援機能強化事業とあります。先ほどから海外

展開というところが 1 つのキーワードになっていますけれども、この海外展開支援プログ

ラムということで、専門の相談窓口を設置したり、また海外展開に関する各種相談対応を

するとともに、民間の支援機関とも連携しながら、海外との展開というのをしやすい環境

を実施していくようなプログラムを実施したいと考えております。 

 また、この大阪イノベーションハブ、リニューアルしまして、面積約 1.5 倍に拡張しま
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して、面談や作業が行えるスペース、また、出会いや共創ができるような交流共創スペー

スを充実させていきたいと考えるとともに、先ほど開館時間の話もありましたけれども、

平日も今までは 18 時までだったんですけれども、21 時まで延⾧したり、また、土日祝も

10 時から 18 時まで開館して、より利用者が利用しやすい環境を整えていきたいというふ

うに考えております。こうした取組みによって、スタートアップの成⾧を後押ししていき

たいというふうに考えております。 

 2 つ目が、スタートアップ・エコシステム拠点都市事業。こちらは、先ほどの大阪のス

タエコの産官学連携した取組みですけれども、こちらの方も引き続き、強化してやってい

きたいというふうに考えております。 

 そして今回、特に計画の中では、公共がまずファーストカスタマーということが強く言

われておりまして、そういった取組みを実施、どういった手法が考えられるのかというこ

とで、小さな点の 2 ポツ目に書かれていますけれども、社会課題におけるスタートアップ

の実証実験の支援であるとか、その実証実験がうまくいけば、次、公共調達につながるよ

うな仕組みができないかというふうなことは、ちょっと仕掛けとして考えていきたいと思

っております。 

 この辺、我々の局だけではとてもできない話ですので、市の他部局と連携しながら、ち

ょっとやっていく必要があるかなというふうに考えております。 

 最後ですけれども、イベントということで、グローバルスタートアップイベント事業と

いうことで、昨年 9 月にさせていただきましたけれども、今年度につきましても実施しよ

うというふうに考えております。昨年度つながったところと引き続きつながり、連携しな

がら、投資家と事業会社とのマッチング機会の提供ということをメインにしながら、それ

ぞれのセッションなどで海外からの招へいを試みたり、そういった人々とよりつながりや

すいようなイベントを行っていきたいというふうに考えております。以上が、令和 8 年度

における本市の主な取組みになっております。 

 万博後ということで、先ほどもお話がありましたけれども、やはりこの万博後の令和 8

年度の取組みというのは、別の点から、特にスタートアップの成⾧に向けた取組みが必要

かなと思っております。そういった観点から、このような取組みを検討しておりますの

で、またご意見等いただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

〇北岡委員⾧ 

 はい。ご説明ありがとうございました。では、委員の方からご感想、アドバイスいただ

ければと思いますけれど、まずは岡さん、いかがですか。 

 

〇岡委員 

 繰り返しになりますけれど、10 年前と比べれば、支援の厚みがすごく出てきたかなと思

いますし、今言われていることもすごく理解できます。引き続きよろしくお願いしたいと

思います。ありがとうございます。 

 

〇北岡委員⾧ 

 お願いします。 
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〇藤本委員 

 はい。ありがとうございます。 

 本当にもう期待しかないというところでして。1 点だけ。全部を皆さんがやる必要はな

いということを捉えていただきたいなと思っていまして。 

 あれも欲しい、これも欲しいって起業家も言いますし、これもできたらいい、あれもで

きたらいいっていう形で、やっぱり全部なんとかしようって、皆さん多分すごく頑張られ

ると思うんですけれども、皆さんがやらないことをしっかり決めておくということを、ぜ

ひ決めていただきたいなと思っています。 

 やらないことを、うちはやらないので、っていうことではなく、やれる民間事業者等に

パスをしていく、皆さんが架け橋になっていくというところを、理解をしていただきたい

というところになるかなと思っています。 

 さっきの網羅的に全部あるというのは大変素晴らしいんですが、一方で、やっぱりそれ

をしっかりやる民間だったりとか、パスを出す先、大企業に出せる、金融機関に出せるみ

たいなところをいかに持っているかというところが、皆さんの一番の強みになってくると

思いますので、そこをしっかりメリハリつけて。メリハリって書いてありますけれども、

まさにそのメリハリのところをしっかりやっていただけるといいなというふうに思ってお

ります。 

 

〇北岡委員⾧ 

 ありがとうございます。先ほどの田口さんの回答に対してもう 1 回質問したかったんで

すけれども、大阪イノベーションハブなので、やっぱりこれだったらグラングリーンの

SMBC に任せようとか、これだったらりそなに任せようとか、これだったら

FUTRWORKS に任せようという、その気持ちがないと、ここにいる人で、ここで頑張ら

なきゃいけないと思ってしまうので、それが組織の分化を起こしてしまう最大の要因かな

と思います。だから、OIH でできることは OIH でやっていただいたらいいんですけれど

も、OIH としては、やっぱりこの案件が来たらあそこに振るんだという機能を持つ。そう

いった意味では、OIH っていう言葉は場所なんですよね。実は、学生さんとか若い人にと

っては、OIH って何のことかよく分からなくて、むしろ SMBC やりそなの方がよっぽど

頭に残っているわけですよ。 

 もう 1 回、ここが名前も含めて、どういう機能を持つ、どういう場所なのかというのを

再定義していただくと、若者がここに相談所へ来て、相談所に来たら、これだったらあっ

ち行ったらいいよということを案内してくれる場所なんだというふうに再定義した方が、

この梅田のまち全体を盛り上げられるのかなと思います。 

もう 1 回、この名前と機能というのをもう 1 回、4 月スタートするにあたって、ぜひ考え

てもらうといいかなと思いましたので、非常に良いアドバイス、ありがとうございます。 

 田口さん、何かありますか。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 はい。実は、説明をまだしきれていなかったんですけれども、この OIH 新しくなりま

して、この会議をやっているフロアなんですけども、スタートアップ・エコシステムの関
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係者が集まって、みんなで相談しながら、どんな支援策をしたら、より大阪が一体となっ

て効率的な支援ができるかなということを相談し合えるような場にしていきたいと考えて

います。あと併せて、大阪スタートアップ・エコシステムの規約といいますか、仕組みも

変えようということで、今やっているんですね。要は、ちゃんと部会とかも作って、より

実効性のある支援をみんなでやっていこうということを今やっているんです。 

 その中で、我々としては、やはり公共というところもあるので、民間企業はそれぞれの

利益につながることもやっぱりあると思うので、そこをつないであげるのが公共の役割か

なと思っています。この場でそういった方々を集めて、みんなでどうしようかって仕切る

のが大阪イノベーションハブの役目かなと思いながら、そこは皆さんの意見もあると思う

ので、この新しくなった場で話しながら、今、北岡委員⾧がおっしゃったような形で、こ

こはどんな施設にするんだ、A という施設はどんな施設だというところを、お互いに役割

をちゃんと意識した上で支援できるような、そんなふうにしていきたいなと思っておりま

すので、引き続きよろしくお願いします。 

 

〇北岡委員⾧ 

 ちゃんとここがハブになって、全部とつながっていますというのを、業務提携まではし

なくていいけれど、ここに来たら SMBC にも行けるんだとか、FUTRWORKS にも行ける

んだという、そういう、ここが一番敷居が低いんだというふうなことを見せていくこと

が、一番重要なのかなというふうに思ったので、ぜひお願いいたします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。 

 

〇藤本委員 

 支援策って、自分たちスタートアップ側も分かるようで分からないと思うんですよ。そ

の時に、たまたまあったところに行きがちなので。 

そうではなくて、ここに来さえすれば、一番最適なところに行ける、最短で行けるとい

うのが、まさに一番いいブランディングかなと思っています。 

 オーケストレーションってよく言っていますけど、いっぱいいて、一番いい楽器がどう

いうふうに奏でるかっていうところを指揮者が指示するじゃないですか。その役割を OIH

が担ってくれるといいなと思っていますし、とにかく来さえすればいい、スタートはここ

に来ればなんとかなるというのが、結構大事なポイントかなと思います。 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。確かに、そのスタートアップさんのニーズというか、中身によ

って、適切なところがあると思いますので、それをまず、うちが聞いて、適切なところ

に。逆もあるかもしれないですけど、そういったことができるようにしていきたいなと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

〇北岡委員⾧ 

 はい。ぜひお願いします。 



- 19 - 

 

高橋さん、お願いします。 

 

〇高橋委員 

 はい。もう皆さんが、私が言いたかったことを言ってくださったのですが、スタートア

ップ同士でも、始めたばかりの時に、これからどうしていったらいいのかみたいなアドバ

イスを求められたり、自分も求めたりするんですけれども、その時にちょっと振り返って

みると、やはり OIH ではこういうイベントをやっているよとか、こういうアクセラある

よという、そういうイベント単位、アクセラ単位の紹介というのを今までしてきたことが

あるんですけれども、OIH に行きさえすればいいみたいな、そういう紹介の仕方って、確

かに今までちょっとなかったなというふうに思っています。今まさにこの資料を拝見して

いて、そっか、行きさえすればいいのかというのを、もっとオープンな場であるという、

イベントやそういった機会以外でも立ち寄って色々相談ができる、それがハブですよとい

うことが改めて、スタートアップだったり、これから始めようみたいな方にどんどん伝わ

っていくといいなというふうに思います。 

 逆に、⾧くあるからこそ、いろんなイベントに行って、こういうのありますよ、ありま

すよっていうふうに言う機会って、どんどん失われていくと思いますので、また新たにリ

スタートされるということであれば、そういったシードのところにも、ちょっとスライド

1 枚挟んでもらって、行きさえすればいいというふうな形で紹介いただけると、非常にこ

の取組みというのが、皆さんに浸透していいんじゃないかなというふうに考えました。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。 

 

〇北岡委員⾧ 

 よろず相談所的になっていただくと梅田全体が盛り上がるかなと思いますので、よろし

くお願いします。 

 

〇藤本委員 

 もう 1 点だけ、よろしいですか。 

〇北岡委員⾧ 

 はい。 

 

〇藤本委員 

 もう 1 つ期待したいことが、支援されたいからここに来るのではなく、スタートアップ

同士が会える場がここであるというのを、ぜひめざしてもらいたいなと思っています。 

 フランスの「STATION F」だったりとか、いろんな海外のハブでも、基本的にスター

トアップの問題はスタートアップが解決する。もっと言い方を変えると、彼らが言ったの

は、スタートアップの問題は 7 割がスタートアップ同士で解決できる。 

 支援側は色々用意はするけれども、どちらかというと、やっぱり実体を持っている人た

ちの方が、明らかにその解決策があるというところなので、支援者しかいない場所にスタ
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ートアップがわらわら来るというよりは、ここにスタートアップがたくさんいる。それぞ

れ、いろんな立場で相談ができるみたいなところができるのは、多分どこにも今ないの

で、それをここで作ってもらいたいなと思っています。 

 やっぱり、それは大阪だからこそ、できることなのかなと。東京だと、やっぱりそれが

広すぎてできないし、他の地域だともうちょっと数が少ないので、またその数の規模が働

かないみたいなところなので、大阪だからこそできることかなと思います。それをぜひ期

待したいなと思います。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 ありがとうございます。 

 おっしゃるように、大阪にはいろんなスタートアップさんのコミュニティがありますの

で、そういった方々にもここを利用していただくことで、コミュニティ間、コミュニティ

同士のつながりもできるかなと思いますので、そういったところをもう少しチャレンジさ

せていただきたいと思っています。ありがとうございます。 

 

〇北岡委員⾧ 

 本当にいい質問していただきました。 

 例えば阪大発ベンチャーで学生が悩んだ時に、岡さんに相談をしていることもあるんで

すけど、岡さんが全て解決してくれるわけではないので、岡さんのネットワークの仲間

で、これだったら彼にいったらいいんじゃないかというネットワークをいただいていると

こもあるんですね。そういった意味では、やっぱり僕もそうだけど、僕が解決できること

って、多分 1%もなくて、99%は誰かに振る、つないであげるというのが僕の仕事なんで

すよね。 

 だから、ここの場所が解決しようと思えば思うほど、多分人は集まらなくて、ここが

99%振ってくれる方が、実はここに人が集まる。でも、所員の人は、やっぱり自分の仕事

だからやらなきゃいけないと思うから、抱え込んじゃう。これがネットワークを、むしろ

妨げている可能性があるので、そういった意味での活動というのは、実は岡さんも藤本さ

んも、高橋さんも多分、色々誰かに相談されることも多いと思うので、そういう仲間づく

りを、ここができたら新たなスタートできるのかなと思いました。なので、ちょっと発想

を変えてもらうといいのかなというふうに思いました。 

 岡さん、お願いします。 

 

〇岡委員 

 はい。そのとおりだと思います。 

 僕も専門家ではないので、専門分野ではないところは分からないですけれども、ただ、

それが分かる人を知っているというのが大きな強みなので、その分かる人を紹介して、そ

れでちゃんと理解してもらうというのが、エコシステムのすごくいいところですし、そう

いう場が今回、OIH の立ち位置としてするというのも大賛成ですので、ぜひそういったコ

ミュニケーション、コミュニケーションマネージャーがすごく重要なんですけれど、そう

いった方がいらっしゃれば、もしくは育成できれば、なお力強いかなと思いました。 
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〇北岡委員⾧ 

 はい。ありがとうございました。 

 今の話とちょっと観点がずれるんですけど、次の期で今検討してもらいたいなと思うの

は、実は昨日もちょっと政府の会議で色々議論していたんですけれども、せっかく今高市

政権が 17 の重点分野を言っていただいているので、その重点分野の中で、どこを大阪・

関西が担うのかというのは、ぜひ検討していただきたいなという思いがあります。 

 その分野に入っているスタートアップが、関西ではどうあり、近隣であればどうあり、

ひょっとしたら全国からそれを実現するために関西に集まってくる。これがやっぱり、17

分野を挙げた背景にあると思うんですよね。 

 だから、そういった意味では、全部 17 分野やりますではなくて、関西は特にこの 17 分

野のこの領域については、大阪の特徴も生かしながら、大阪のスタートアップがこうある

のでやっていきたいというような指針を出してもらうとありがたいかなというのが 1 つ

と、ディープテック系以外で言うと、サービス系も同じだと思うんですけれども、これは

やっぱり市⾧とか知事の発信の中で、こういう関西の社会課題を解決しているスタートア

ップが集まるよというようなところが見える化されるといいなと思っています。 

 だから、1 社を応援するというよりは、その分野を解決する人たちを集めて応援してい

くという思想が、次のステージでは必要なんじゃないかなと私自身も思っています。 

 さっき高橋さんとも話している中で、元々やっぱりそういう地図をどうするかというと

ころで、例えば京都というのはやっぱり重要だよねというとこで、京都で起業された背景

もあるのかなって僕は想像するんですけれども、そういった意味では、やっぱり関西だか

らこそ、このスタートアップが集まってほしい。だから、この課題を解決するために、み

んなで一緒になって取り組もうというような発想を、ぜひ知事、市⾧から発信していただ

けると、関西にもっと多くのスタートアップが集まってくれるんじゃないかなと思いま

す。 

 支援のあり方というのも、さっき言ったように 1 個 1 個を応援するやり方もあるんです

けれども、群で集めていくというのも起業家同士で勝手に仲間を作って、起業家同士で新

しい提案をして、企業同士が合併して一緒にやろうよみたいな発想までいくと思うんです

よね。 

 これって、我々が支援したからできることじゃなくて、彼らがやっぱり勝手に考えてい

くことなので、そういういわゆる仕組みづくりというのについても、ぜひ検討いただいた

らいいかなというふうに私自身、思っていますので、よろしくお願いします。 

 何かございましたらお願いします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 そうですね。重点分野につきましては、この第 2 期の拠点計画で、ライフ、グリーン、

デジタルということで確認させてもらっているので、基本はそこを重点に進めていきたい

と思っているんですけども、それでもまだ、ざっくりしすぎているところがあると思いま

すので、もうちょっとその辺は、どうしていくべきかを考えていかないといけないかなと

は思っています。 
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〇北岡委員⾧ 

 17 分野の 3 番目というふうに言った方が、多分国民は分かりやすいと思うんです。 

 グリーンなんて言っても多分誰も分からないんですよ。でも、高市総理の 17 テーマ

は、今、国民は多分みんな知っているので、17 テーマの 3 番目の造船は関西がやりますと

か、フュージョンはやりますとか、この分野はちょっとやりませんとかっていうのは、吉

村知事も多分そういう発信をしていると思うので、大阪市も、17 分野の何番と何番と何番

は本気でやるので、全国のスタートアップ集まってくださいみたいなメッセージ性という

のはあってもいいのかなと思います。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 先ほどのロールモデルの話もそうですし、OIH の位置づけもそうですし、この分野の件

もそうですけど、分かりやすい見せ方ということですね。ありがとうございます。 

 あと、社会課題につきましてはおっしゃるとおりで、我々もいろんな行政課題、介護の

問題や健康寿命の話もそうですし、いろいろな課題がありますので、どうやって解決する

のかというところを、皆さんと一緒にできるような、そんな仕組みというのを、先ほど桒

村から説明させていただいたた公共調達支援の手法の検討とあるんですけども、その中で

考えながらやっていきたいなと思っております。 

 

〇北岡委員⾧ 

 ありがとうございました。 

では、時間になりました。皆様、ご意見ありがとうございました。 

 本日出た皆様のご意見は、今後の各事業に反映していただけると思っておりますので、

その辺を期待したいと思います。 

 それでは、本日の評議会は以上で終了となります。連絡事項などにつきましては、事務

局からお願いいたします。 

 

〇大阪市経済戦略局（一入部⾧） 

 いただいた課題それぞれ、資金調達の環境ですとかネットワークづくり、人材流動性、

しっかり刺さるような情報発信・アピールの仕方というところ、あと、業界の動向把握、

M&A に今、主流が移りつつあるんだというところとか、そういったところをしっかりや

っていかないといけないんだなと実感しております。 

 OIH の支援が、10 年前に比べて厚みを増しているということ、グラングリーンを中心

に支援の環境がすごく整ってきていると言っていただいているところ等を、もう少ししっ

かりアピールしていかないといけないのかなと思っています。 

 大阪は意外と控えめというか、アピールがあまりうまくないなというのが、1 年を通し

て実感しているとこでして、もっと我々も PR していかないといけないのかなと感じまし

た。 

 支援のところも非常にバリエーションが出てきて、この限られた地域・エリアでここま

で厚みがあるというのは非常に大阪の強みだと思っているんですけれども、そこを生かし
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ていくのが、これからの我々の課題かなと感じています。 

 OIH は今回リニューアルさせていただくので、機能もどんどん強化していきたいと思い

ますけれども、当初から全てやるのはなかなか難しいと思っていますので、本日いただい

たご意見やご助言を踏まえて、民間の支援機関さんやスタートアップさんのお力も借り

て、自分たちだけでやるのではなくて、みんなで大阪・関西をしっかり盛り上げて、環境

を整えて、あそこだとやりやすいな、ちょっと行ってみたいな、チャレンジしてみたいな

と思えるような場づくりを、しっかりしていきたいなと思っております。 

 あと、万博に関して言いますと、万博後、この盛り上がりがしぼんでしまってはいけな

いということで、Beyond EXPO 2025 という成⾧戦略を今まさに作っているところです。 

 その中でも、イノベーション先進都市をめざしましょうというところは、1 つ大きな柱

に掲げさせていただいていまして、重点分野で言うと、空飛ぶクルマとか、ライフ・ヘル

ス関係とか、そういったところをしっかりやっていきますというようなことも発信してい

く準備がございますので、その辺りもうまく絡ませながらやっていきたいなと思っていま

す。 

 あと、KPI にとらわれず、色々な評価基準を持って、しっかり大阪を代表するスタート

アップや今後の取組み、ちょっと面白そうだなと思うようなところも、我々も頑張ってキ

ャッチしていかないといけないと思うので、まだまだ勉強不足だなと本日実感いたしまし

た。引き続き、頑張っていきたいと思っておりますので、何卒、ご助言、ご支援をいただ

けたらと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

〇大阪市経済戦略局（田口課⾧） 

 委員の皆様、⾧時間にわたってご議論いただきまして、誠にありがとうございます。 

 我々、大阪産業局と協力し合いながらやっていますけれども、こういうふうに、外から

の意見をいただくと、そういった視点もあったんだなとすごく勉強になります。また色々

とアドバイ等いただければありがたいなと思っております。 

 本日いただきましたご意見につきましては、今後の市政運営に生かしてまいりたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 本日は以上となります。どうもありがとうございました。 

 

〇全員 

 ありがとうございました。 

 

閉会 11 時 37 分 


